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研究成果概要 
TALE 実験 SD アレイは故障による観測中断はあったものの、2019 年 9 月から現在まで

定常観測を継続しており、平均稼働 SD75 台、イベントレートは毎分約 3 イベントで安

定運用されており、2020 年度末までに当初予定を 7 倍超上回る 80 万イベント（モード

エネルギー1017.0 eV）を記録した。TALE 実験 FD は 2020 年 1 月までに当初予定を 5 倍

超上回る 6 万以上のハイブリッドイベント（モードエネルギー1016.9 eV）を収集した。 
TALE 実験 FD のみの観測（単眼観測）によるデータ解析結果として、化学組成決定の

指標であるシャワー最大発達深さ「Xmax」の測定結果を 2021 年に Astrophysical 
Journal に発表した。 

TALE 実験 FD と SD によるハイブリッド観測のためのデータ解析プログラムの開発

は完了しており、予備的解析結果を 2021 年春の日本物理学会で発表した（図１）。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図１：TALE 実験ハイブリッド観測による平均 Xmax（黒十字）とシミュレーションに
よる予想（水色：鉄原子核、赤：陽子）。過去の TA 実験（紺色）、HiRes-MIA 実験（緑
色）も描かれている 



TALE 実験 SD アレイのデータ解析プログラムの開発も完了しており、性能評価を含

む予備的解析結果を 2021 年春の日本物理学会で発表した（図２）。 
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図４：TALE 実験 SDアレイによる 106日分の観測データから求められた宇宙線の一次
エネルギー分布 
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